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一
に
つ
い
て 

二
に
つ
い
て 

裁
判
所
の
行
う
不
動
産
の
民
事
執
行
手
続
に
つ
い
て
は
、
担
保
不
動
産
の
換
価
に
よ
る
土
地
の
流
動
化
促
進
に
資
す
る
た

め
、
事
件
数
の
増
加
に
対
応
し
て
適
正
か
つ
迅
速
な
処
理
を
図
る
べ
く
、
事
務
処
理
体
制
の
整
備
、
担
当
職
員
の
増
員
等
の

措
置
が
採
ら
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
措
置
に
よ
り
、
土
地
の
競
売
事
件
が
円
滑
に
処
理
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。 

公
共
工
事
の
競
争
参
加
者
の
指
名
に
当
た
り
、
国
、
公
団
等
に
お
い
て
は
、
単
に
赤
字
決
算
で
あ
る
こ
と
の
み
を
も
っ
て

直
ち
に
指
名
か
ら
排
除
す
る
取
扱
い
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
一
部
の
市
町
村
に
お
い
て
は
、
赤
字
決
算
の
会
社

を
指
名
か
ら
排
除
す
る
取
扱
い
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
み
ら
れ
る
。 

御
指
摘
の
よ
う
な
新
た
な
公
的
競
売
シ
ス
テ
ム
を
創
設
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
各
種
関
係
者
の
権
利
保
護
の
要
請
を
始

め
、
幅
広
い
観
点
か
ら
の
検
討
を
要
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

こ
の
た
め
、
最
近
の
建
設
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
を
踏
ま
え
、
不
良
債
権
の
償
却
等
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、
「
公 

衆
議
院
議
員
青
山
丘
君
提
出
景
気
対
策
と
し
て
の
土
地
の
流
動
化
促
進
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

三 

 



 

四
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

自
治
行
第
八
十
四
号
、
都
道
府
県
知
事
あ
て
建
設
事
務
次
官
及
び
自
治
事
務
次
官
共
同
通
知
）
を
発
出
し
、
単
に
赤
字
決
算

で
あ
る
こ
と
の
み
を
も
っ
て
直
ち
に
指
名
か
ら
除
外
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
要
請
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
地
方

公
共
団
体
に
対
し
同
通
知
の
趣
旨
を
周
知
徹
底
し
て
ま
い
り
た
い
。 

不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
（
平
成
六
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
不
動
産
特
定
共
同
事
業
に
つ
い

て
は
、
不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
三
十
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
関
係
省
令

及
び
通
達
を
改
正
し
、
御
指
摘
の
一
般
投
資
家
が
事
業
参
加
者
と
な
る
場
合
も
含
め
て
、
最
低
出
資
額
の
引
下
げ
及
び
契
約 

財
団
法
人
民
間
都
市
開
発
推
進
機
構
は
、
民
間
都
市
開
発
事
業
の
推
進
の
た
め
、
民
間
都
市
開
発
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
二
号
）
附
則
第
十
四
条
第
二
項
に
基
づ
き
、
同
項
第
一
号
に
規
定
す
る
事
業
見
込
地

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
当
該
取
得
の
対
象
と
な
る
土
地
に
係
る
要
件
に
つ
い
て
は
、
平
成
六

年
の
制
度
創
設
以
来
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
応
じ
、
所
要
の
政
令
改
正
等
に
よ
り
緩
和
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

共
工
事
に
お
け
る
入
札
参
加
者
の
指
名
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
（
平
成
九
年
十
月
九
日
付
け
建
設
省
経
入
企
発
第
十
六
号
、 

四 

 



 

五
の
2
に
つ
い
て 

五
の
1
に
つ
い
て 

固
定
資
産
税
は
、
資
産
の
保
有
と
市
町
村
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
の
間
に
存
在
す
る
受
益
関
係
に
着
目
し
、
資
産
価
値
に
応

じ
て
、
広
く
土
地
、
家
屋
及
び
償
却
資
産
の
保
有
一
般
に
対
し
て
毎
年
経
常
的
に
課
さ
れ
る
市
町
村
税
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

土
地
の
利
用
状
況
の
度
合
い
に
応
じ
て
税
負
担
を
変
え
る
こ
と
は
、
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。 

な
お
、
固
定
資
産
税
の
ほ
か
に
特
別
土
地
保
有
税
が
あ
り
、
土
地
の
有
効
利
用
の
促
進
等
の
た
め
の
政
策
税
制
と
し
て
、

そ
の
役
割
を
果
た
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

地
価
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
長
期
に
わ
た
る
地
価
の
下
落
状
況
、
現
下
の
経
済
情
勢
、
金

融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
化
の
促
進
等
の
観
点
を
踏
ま
え
、
そ
の
課
税
を
臨
時
的
に
停
止
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
既
に
所
要
の

法
律
案
を
国
会
に
提
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

上
の
地
位
の
譲
渡
制
限
の
緩
和
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

今
後
と
も
、
こ
の
制
度
改
正
の
効
果
を
踏
ま
え
、
一
般
投
資
家
保
護
策
の
整
備
を
進
め
る
中
で
、
一
層
の
規
制
緩
和
に
つ

い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。 

五 

 



 

五
の
3
に
つ
い
て 

六
に
つ
い
て 

登
録
免
許
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
九
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
課
税
標
準
を
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二

十
六
号
）
第
三
百
四
十
一
条
第
九
号
に
掲
げ
る
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
を
基
礎
と
し
て
定
め
る
価
額
に
百

分
の
四
十
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
と
す
る
特
例
を
三
年
間
延
長
し
た
こ
と
及
び
平
成
九
年
度
に
当
該
固
定
資
産
課
税
台
帳

に
登
録
さ
れ
た
価
格
が
そ
の
評
価
替
え
に
伴
い
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
税
負
担
は
大
幅
に
軽
減
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
平
成
十
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
も
、
特
定
目
的
会
社
が
資
産
流
動
化
計
画
に
基
づ
き
不
動
産
を
取
得

し
た
場
合
の
所
有
権
の
移
転
の
登
記
に
係
る
登
録
免
許
税
の
税
率
の
軽
減
措
置
の
創
設
、
不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
が
土
地

等
を
取
得
し
た
場
合
の
所
有
権
の
移
転
の
登
記
に
係
る
登
録
免
許
税
の
税
率
の
軽
減
措
置
の
創
設
な
ど
土
地
の
流
動
化
促
進

に
資
す
る
た
め
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
既
に
所
要
の
法
律
案
を
国
会
に
提
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。 法

人
税
に
つ
い
て
は
、
各
事
業
年
度
の
益
金
の
額
か
ら
損
金
の
額
を
控
除
し
て
計
算
し
た
所
得
の
金
額
が
そ
の
課
税
標
準

と
さ
れ
て
お
り
、
土
地
の
譲
渡
に
係
る
損
益
も
こ
の
計
算
の
中
に
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
計
算
の
結
果
、
青
色
申
告 

六 

 



 

 

七 

書
を
提
出
す
る
事
業
年
度
に
お
い
て
欠
損
金
額
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
を
五
年
間
繰
り
越
し
て
所
得
の
金
額
の
計
算
上

控
除
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。 

所
得
税
に
つ
い
て
は
、
総
所
得
金
額
等
の
計
算
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
土
地
の
譲
渡
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
の
計

算
上
生
じ
た
損
失
の
金
額
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
他
の
各
種
所
得
の
金
額
か
ら
控
除
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
計
算
の
結

果
、
青
色
申
告
書
を
提
出
す
る
年
に
お
い
て
純
損
失
の
金
額
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
を
三
年
間
繰
り
越
し
て
総
所
得
金

額
等
の
計
算
上
控
除
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。 

個
人
の
道
府
県
民
税
及
び
市
町
村
民
税
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
と
同
様
の
計
算
を
行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。 


